
企業家倶楽部　2019年10月号 ・ 74　75・ 企業家倶楽部　2019年10月号

7475

● 

人
生
で
初
め
て
知
っ
た

　

 

ブ
ラ
ン
ド

　　
子
ど
も
の
頃
、
強
烈
に
心
に
刻
ま
れ
た

ブ
ラ
ン
ド
に
「
シ
ャ
ー
ペ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

子
供
心
に
、“

こ
の
よ
う
な
便
利
な
も
の
を

発
明
し
た
人
は
凄
い
！”

と
思
っ
た
も
の

で
す
。
後
年
、
発
明
し
た
人
を
早
川
徳
次

と
知
り
ま
し
た
が
、
そ
の
不
屈
の
精
神
に

は
驚
嘆
し
ま
し
た
。
子
ど
も
時
代
に
苦
労

し
た
こ
と
を
バ
ネ
に
成
功
し
た
方
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
が
、
早
川
徳
次
の
恩
を
忘
れ

な
い
「
感
恩
」
に
も
深
く
感
銘
を
受
け
た

も
の
で
す
。

● 

三
度
の
ど
ん
底
を

　超
え
る
！

　
人
生
に
、
大
き
な
苦

難
が
三
度
は
や
っ
て
く

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
早
川
徳
次
の
も
の

は
ま
た
特
別
で
す
。
一

つ
目
は
、
ま
ま
母
か
ら

の
い
じ
め
で
す
。
元
々

早
川
家
に
生
ま
れ
た
徳

次
で
す
が
、
一
歳
で
出

野
家
に
養
子
に
出
ま

す
。
そ
の
２
年
後
に
養

母
が
急
逝
、
そ
の
後
妻

か
ら
強
烈
な
い
じ
め
を

受
け
ま
す
。
小
学
校
を
２
年
で
辞
め
さ
せ

ら
れ
、
朝
か
ら
深
夜
ま
で
マ
ッ
チ
箱
張
り
の

内
職
を
さ
せ
ら
れ
ま
す
。こ
の
ど
ん
底
は
、

徳
次
を
不
憫
に
思
っ
た
近
所
の
盲
目
の
女

性
・
井
上
せ
い
が
、
金
属
細
工
業
の
店
に

丁
稚
奉
公
を
繋
い
で
く
れ
た
こ
と
で
抜
け

出
し
ま
す
。

● 

天
災
に
よ
る
不
運
か
ら

　新
規
事
業
の
道
を
拓
く
！

　
二
つ
目
は
、
天
災
に
よ
り
全
て
を
奪
わ

れ
た
と
き
で
す
。
金
属
細
工
業
の
店
の
丁

稚
奉
公
を
勤
め
上
げ
、
結
婚
し
、
実
の
兄

弟
と
再
会
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
ベ
ル
ト

に
穴
を
空
け
ず
に
使
え
る
バ
ッ
ク
ル
「
徳
尾

錠
」、更
に
は
後
年
に
「
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」

と
名
付
け
る
「
早
川
式
繰
出
鉛
筆
」
を
開

発
し
、
従
業
員
も
２
０
０
０
名
を
超
え
、

実
に
順
風
満
帆
で
し
た
。
そ
こ
に
関
東
大

震
災
が
襲
い
、
妻
と
子
ど
も
二
人
の
命
が

奪
わ
れ
、
事
業
も
行
き
詰
っ
て
い
き
ま
す
。

大
阪
の
企
業
に
従
業
員
を
引
き
受
け
て
も

ら
い
、
徳
次
自
身
も
大
阪
に
移
住
し
ま
す
。

　
31
歳
で
再
起
を
誓
い
、
ま
だ
日
本
で
ラ

ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
製
の
ラ
ジ
オ
を
買
っ
て
分

解
、
構
造
を
研
究
、
国
産
第
一
号
の
開
発

に
成
功
し
ま
す
。
翌
年
の
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

と
同
時
に
発
売
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
は
、
外
国

産
の
半
額
と
い
う
こ
と
で
爆
発
的
に
売
れ

ま
す
。
こ
の
ラ
ジ
オ
か
ら
「
シ
ャ
ー
プ
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
冠
し
ま
す
。
後
に
徳
次

は
天
災
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、「
事
業
が

順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
と
す
る
と
、
お
そ
ら

く
私
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
製
造
に
生
涯
を

か
け
て
金
属
文
具
界
で
終
始
し
、
い
ま
の

よ
う
に
電
気
器
具
メ
ー
カ
ー
と
し
て
大
阪

に
住
む
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

運
命
と
い
う
も
の
は
全
く
予
想
を
許
さ
な

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

● 

日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
の

「
人
に
真
似
さ
れ
る
商
品
を
つ
く
れ
」
　

　の
精
神

　
三
つ
目
の
苦
難
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結

後
に
や
っ
て
き
ま
す
。
物
不
足
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
る
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン（
単
一
為
替
レ
ー
ト

の
設
定
、
各
種
補
給
金
制
度
の
撤
廃
等
）

に
よ
り
景
気
が
悪
化
、
早
川
電
機
も
倒
産

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
、
追
加
融
資
の
条

件
と
し
て
銀
行
か
ら
人
員
整
理
を
迫
ら
れ

ま
す
。
徳
次
は
「
人
員
を
解
雇
す
る
く
ら

い
な
ら
会
社
を
解
散
す
る
ほ
う
が
い
い
」

と
全
従
業
員
に
伝
え
ま
す
。
意
気
に
感
じ

た
従
業
員
の
方
か
ら
「
会
社
を
倒
す
な
！
」

の
声
が
上
が
り
、
労
働
組
合
が
動
い
て
自

主
退
職
を
募
り
、
結
果
、
銀
行
か
ら
の
融

資
が
実
現
し
、倒
産
の
危
機
を
脱
し
ま
す
。

徳
次
は
「
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
二
度
と

人
員
整
理
し
な

い
」
と
誓
い
、
テ

レ
ビ
の
国
産
第
一

号
の
開
発
、
国
産

第
一
号
電
子
レ
ン

ジ
の
発
売
、
世
界

初
の
オ
ー
ル
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
方
式
の

電
卓
な
ど
、「
人
に
真
似
さ
れ
る
商
品
を
つ

く
れ
」
の
精
神
で
開
発
に
邁
進
し
、
事
業

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
エ
ジ

ソ
ン
と
言
わ
れ
た
徳
次
は
、
77
歳
の
と
き

に
社
名
を
シ
ャ
ー
プ
に
変
更
、
会
長
に
退
き

ま
す
。

● 

終
生
忘
れ
な
か
っ
た

　「
手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も
り
」

　
幼
少
時
か
ら
苦
労
を
重
ね
た
た
め
か
、

事
業
の
目
的
は
社
会
へ
の
奉
仕
と
考
え
、

昭
和
19
年
、
51
歳
の
と
き
に
失
明
軍
人
が

働
く
「
早
川
電
機
分
工
場
」
を
開
設
、
終

戦
時
に
一
時
解
散
し
ま
す
が
、
昭
和
21
年

に
再
開
、
昭
和
25
年
に
は
「
合
資
会
社
特

選
金
属
工
場（
現
在
の
シ
ャ
ー
プ
特
選
工
業

株
式
会
社
）」
を
設
立
し
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
自
ら
が
独
立
採
算
制
で
事
業
を
経
営

す
る
特
選
金
属
工
場
は
広
く
世
間
に
知
ら

れ
、
皇
室
や
世
界
的
富
豪
で
慈
善
活
動
家

の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な
ど
が
訪
問
し
て
い
ま

す
。

　
８
歳
の
と
き
、
ま
ま
母
か
ら
の
い
じ
め

か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
た
盲
目
の
女
性
・

井
上
せ
い
の
こ
と
を
後
年
、「
出
発
の
日

は
、
盲
人
の
お
せ
い
さ
ん
が
手
を
引
い
て

奉
公
先
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
せ
い
さ
ん
の
手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も

り
は
、
今
な
お
、
こ
の
私
の
手
の
中
に
残
っ

て
い
ま
す
」 と
語
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

親
や
恩
人
か
ら
受
け
た
「
ぬ
く
も
り
の
温

か
さ
」
を
終
生
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

自
分
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
臥
龍
も
母

親
か
ら
受
け
た
感
恩
を
、
日
本
や
世
界
の

子
ど
も
達
に
恩
送
り
し
て
い
ま
す
。

● 「
恩
を
返
す
の
が
奉
仕
」

　
昭
和
24
年
、
56
歳
の
と
き
に
、
大
阪
府

身
体
障
が
い
者
雇
用
促
進
協
議
会
の
会
長

に
就
任
し
、「
欠
陥
能
力
よ
り
、
残
存
能
力

を
生
か
そ
う
」、「
恩
を
返
す
の
が
奉
仕
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
29
年
、
61
歳
の
と

き
に
は
、
共
働
き
従
業
員
の
子
ど
も
や
近

隣
住
民
の
身
体
障
が
い
者
の
子
ど
も
を
預

か
る
た
め
の
「
育
徳
園
保
育
所
」
を
私
財

を
投
じ
て
設
立
。
昭
和
37
年
、
69
歳
の
と

き
に
は
、
徳
次
の
寄
付
金
を
も
と
に
大
阪

市
立
早
川
福
祉
会
館（
東
住
吉
区
）が
設
立

さ
れ
、昭
和
44
年
、76
歳
の
と
き
に
は
、
徳

次
が
建
設
資
金
を
寄
贈
し
た
大
阪
市
立
阿

倍
野
青
年
セ
ン
タ
ー（
阿
倍
野
区
）が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
と
し
て
の
シ
ャ
ー
プ

は
そ
の
後
、
様
々
な
状
況
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
早
川
徳
次
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
や

社
会
へ
の
恩
送
り
精
神
は
、
永
遠
に
語
り

継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

APRA（エープラ）議長＆
一般社団法人「志授業」推進協議会・理事長
「坂の上の雲」の故郷、愛媛県・松山市生まれ。２３歳
のときに「竜馬がゆく」を読み、「世界の海援隊」を創る
ことを志す。人の幸福を主軸とする「人本主義思想」の
素晴らしさを経営の場で実証推進する和僑（日本）と華僑（台湾・上海）合同
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臥龍（がりゅう：wolong ウォロン）こと
角田識之（すみだのりゆき　Sumida Noriyuki）
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伸びる企業家は
歴史や偉人に
学ぶ
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「
人
に
真
似
さ
れ
る
商
品
を
つ
く
れ
」

早
川
徳
次
の
不
屈
と
感
恩
の
精
神
に
学
ぶ
！

シャープ創業者　早川徳次氏
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写真は全てシャープ提供
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主
退
職
を
募
り
、
結
果
、
銀
行
か
ら
の
融

資
が
実
現
し
、倒
産
の
危
機
を
脱
し
ま
す
。

徳
次
は
「
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
二
度
と

人
員
整
理
し
な

い
」
と
誓
い
、
テ

レ
ビ
の
国
産
第
一

号
の
開
発
、
国
産

第
一
号
電
子
レ
ン

ジ
の
発
売
、
世
界

初
の
オ
ー
ル
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
方
式
の

電
卓
な
ど
、「
人
に
真
似
さ
れ
る
商
品
を
つ

く
れ
」
の
精
神
で
開
発
に
邁
進
し
、
事
業

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
エ
ジ

ソ
ン
と
言
わ
れ
た
徳
次
は
、
77
歳
の
と
き

に
社
名
を
シ
ャ
ー
プ
に
変
更
、
会
長
に
退
き

ま
す
。

● 

終
生
忘
れ
な
か
っ
た

　「
手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も
り
」

　
幼
少
時
か
ら
苦
労
を
重
ね
た
た
め
か
、

事
業
の
目
的
は
社
会
へ
の
奉
仕
と
考
え
、

昭
和
19
年
、
51
歳
の
と
き
に
失
明
軍
人
が

働
く
「
早
川
電
機
分
工
場
」
を
開
設
、
終

戦
時
に
一
時
解
散
し
ま
す
が
、
昭
和
21
年

に
再
開
、
昭
和
25
年
に
は
「
合
資
会
社
特

選
金
属
工
場（
現
在
の
シ
ャ
ー
プ
特
選
工
業

株
式
会
社
）」
を
設
立
し
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
自
ら
が
独
立
採
算
制
で
事
業
を
経
営

す
る
特
選
金
属
工
場
は
広
く
世
間
に
知
ら

れ
、
皇
室
や
世
界
的
富
豪
で
慈
善
活
動
家

の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な
ど
が
訪
問
し
て
い
ま

す
。

　
８
歳
の
と
き
、
ま
ま
母
か
ら
の
い
じ
め

か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
た
盲
目
の
女
性
・

井
上
せ
い
の
こ
と
を
後
年
、「
出
発
の
日

は
、
盲
人
の
お
せ
い
さ
ん
が
手
を
引
い
て

奉
公
先
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
せ
い
さ
ん
の
手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も

り
は
、
今
な
お
、
こ
の
私
の
手
の
中
に
残
っ

て
い
ま
す
」 と
語
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

親
や
恩
人
か
ら
受
け
た
「
ぬ
く
も
り
の
温

か
さ
」
を
終
生
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

自
分
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
臥
龍
も
母

親
か
ら
受
け
た
感
恩
を
、
日
本
や
世
界
の

子
ど
も
達
に
恩
送
り
し
て
い
ま
す
。

● 「
恩
を
返
す
の
が
奉
仕
」

　
昭
和
24
年
、
56
歳
の
と
き
に
、
大
阪
府

身
体
障
が
い
者
雇
用
促
進
協
議
会
の
会
長

に
就
任
し
、「
欠
陥
能
力
よ
り
、
残
存
能
力

を
生
か
そ
う
」、「
恩
を
返
す
の
が
奉
仕
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
29
年
、
61
歳
の
と

き
に
は
、
共
働
き
従
業
員
の
子
ど
も
や
近

隣
住
民
の
身
体
障
が
い
者
の
子
ど
も
を
預

か
る
た
め
の
「
育
徳
園
保
育
所
」
を
私
財

を
投
じ
て
設
立
。
昭
和
37
年
、
69
歳
の
と

き
に
は
、
徳
次
の
寄
付
金
を
も
と
に
大
阪

市
立
早
川
福
祉
会
館（
東
住
吉
区
）が
設
立

さ
れ
、昭
和
44
年
、76
歳
の
と
き
に
は
、
徳

次
が
建
設
資
金
を
寄
贈
し
た
大
阪
市
立
阿

倍
野
青
年
セ
ン
タ
ー（
阿
倍
野
区
）が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
と
し
て
の
シ
ャ
ー
プ

は
そ
の
後
、
様
々
な
状
況
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
早
川
徳
次
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
や

社
会
へ
の
恩
送
り
精
神
は
、
永
遠
に
語
り

継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

APRA（エープラ）議長＆
一般社団法人「志授業」推進協議会・理事長
「坂の上の雲」の故郷、愛媛県・松山市生まれ。２３歳
のときに「竜馬がゆく」を読み、「世界の海援隊」を創る
ことを志す。人の幸福を主軸とする「人本主義思想」の
素晴らしさを経営の場で実証推進する和僑（日本）と華僑（台湾・上海）合同
の勉強会「APRA（エープラ）」を設立し、日本全国そしてアジア太平洋各国
を東奔西走中。最近では、一般社団法人「志授業」推進協議会の理事長として、
小中学生の大志確立を支援する「志授業」の普及、民族肯定観を上げるため
の「歴史・偉人」の講話にも注力中。詳細は「志授業」でご検索ください。

臥龍（がりゅう：wolong ウォロン）こと
角田識之（すみだのりゆき　Sumida Noriyuki）

臥龍

伸びる企業家は
歴史や偉人に
学ぶ
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「
人
に
真
似
さ
れ
る
商
品
を
つ
く
れ
」

早
川
徳
次
の
不
屈
と
感
恩
の
精
神
に
学
ぶ
！

シャープ創業者　早川徳次氏

ベルトのバックル「徳尾錠」

早川式繰出鉛筆

国産第 1 号鉱石ラジオ

写真は全てシャープ提供


